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十
月
こ
十
二
山
鵯
臼
午
後
山
肌
時
よ
り
學
坐
集
奇
昌
餅
に
川
於
て
閲
田
紬
撫
左
の
輸
箱
介
か
の
n
リ

　
　
　
た
り
。

　
　
　
　
徴
器
日
3
づ
臥
3
燭
う
臓
9
．
の
国
∋
μ
露
鑑
。
ゴ
乙
日
『
8
曙
診
冨
島
づ
蓼
二
8
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫛
引
友
三
郷
聡

　
　
　
『
此
の
曲
者
書
の
眼
爲
は
余
り
に
實
質
一
的
傾
向
を
帯
び
來
轟
る
覗
ム
讐
の
敏
育
に

　
　
聾
し
て
、
へ
葺
ゲ
ル
の
敏
禅
堂
を
高
調
し
、
　
以
て
幾
分
な
り
と
墾
精
三
廻
傾

　
　
向
を
惹
起
せ
し
め
た
い
と
　
冨
ふ
に
在
る
。
へ
τ
ゲ
ル
に
依
れ
ば
、
藪
育
の
意

　
　
味
は
霞
然
的
、
山
直
接
晶
聞
衝
説
劉
曲
∵
な
る
竜
の
を
精
融
月
的
、
　
一
晒
取
的
、
砦
蜜
誠
的
の

　
　
も
の
に
す
る
購
で
あ
る
、
　
而
し
て
就
ハ
の
目
的
は
辮
誰
論
的
の
獲
展
に
依
っ
て

　
　
閥
家
的
弓
憩
に
進
む
に
左
り
と
極
端
な
る
國
家
主
義
手
教
育
∴
を
空
張
し
て
る

　
　
叉
其
の
理
惣
は
、
藝
術
、
宗
鍛
、
哲
學
の
護
展
に
左
れ
ど
も
彼
の
精
憩
的
獲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
展
的
、
魯
遍
的
な
る
膏
學
の
見
地
よ
り
し
て
、
刈
れ
が
た
め
に
國
家
の
坐
雛

　
　
と
綴
値
と
を
失
ふ
寓
は
な
い
。
更
ら
に
…
教
育
の
方
法
と
し
て
は
中
艦
上
育
を

　
　
典
の
本
膿
と
七
て
古
喚
的
毅
育
を
趣
力
、
蛍
籏
し
、
縞
憩
的
科
鷹
に
重
き
を

　
　
置
き
、
自
然
科
學
を
闘
接
酌
の
数
果
あ
る
も
の
と
見
越
し
て
る
。
　
此
く
の
如

　
　
く
ヘ
ー
ゲ
ル
の
数
冑
癩
調
の
特
徴
若
し
く
は
餓
鮎
と
見
ら
る
置
所
は
、
　
初
等
数

　
　
育
に
重
き
を
羅
か
ず
、
中
等
敏
育
を
典
の
木
醗
と
な
し
た
る
繍
及
び
酵
殊
教
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轣
A
庶
民
数
宥
、
實
業
教
育
、
女
子
歎
育
、
身
膿
的
教
育
を
急
送
し
た
る
騙

服
盛
れ
ど
、
藤
理
論
吉
富
れ
る
多
あ
謙
陥
異
終
愛
社
施
設
、
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
報
　
薪
著
紹
介

瞼
等
に
佼
リ
補
は
る
エ
研
が
多
い
。
稔
末
簿
に
は
へ
…
ゲ
ル
の
興
昧
あ
る
簿

認
が
載
せ
ら
れ
て
居
る
』
云
々
と
言
ふ
の
が
其
の
大
要
で
あ
っ
た
。
右
の
講

演
に
引
き
凝
き
、
山
桝
君
の
提
礁
せ
る
、
『
中
等
學
校
に
於
け
る
修
身
科
搬
任

の
転
万
法
加
ハ
何
』
　
の
膿
凹
題
に
晶
就
て
討
論
あ
り
、
櫛
〕
々
の
提
案
を
見
た
が
其
の
主

な
る
も
の
は
、
（
一
）
學
級
主
任
艶
れ
を
搬
任
す
べ
し
、
　
（
二
）
校
長
又
は
特
別

の
教
師
此
れ
を
分
櫓
…
す
べ
し
、
　
（
三
）
箪
に
修
身
科
…
欲
鎮
を
し
て
既
れ
を
分
叢

せ
し
む
べ
し
、
（
四
）
嫌
級
主
侵
修
身
科
捻
任
教
員
を
し
て
趨
獣
に
此
れ
を
行

は
し
む
べ
し
等
の
類
．
て
あ
っ
た
。

支
那
暫
撃
會
側
禽

西
村
二
塁
岬
及
び
新
入
奪
墨
・
生
の
歎
迎
を
娘
ね
、
　
十
四
乃
二
十
七
“
午
・
後
五
時
雫

よ
り
交
科
第
九
敷
呈
に
於
て
簡
囲
催
狩
野
教
授
及
び
準
内
房
次
郎
氏
の
講
演
あ

り
た
り
。

新
著
紹
介

騒
蓮
聖
人
の
泉
敏

　
近
時
口
蓮
袈
入
に
關
す
ろ
聖
歌
誠
に
汗
牛
充
棟
．

時
に
は
そ
の
趣
を
同
じ
く
せ
ざ
る
も
の
あ
り
、

水
火
相
開
ふ
の
犠
を
配
す
る
も
の
な
き
に
あ
ら
ず
、

學
の
も
の
そ
の
遮
捨
に
迷
ひ
、

嚢
な
る
か
、

北
尾
厩
三
編

而
し
て
學
者
論
ず
る
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淫
に
は
彼
此
氷
炭
粗
容
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
の
内
外
を
問
は
ず
初

　
　
　
　
　
　
…
侮
れ
が
果
し
て
眞
臼
震
蕩
な
る
か
，
欝
日
建

そ
の
…
撰
搬
に
乱
心
は
ざ
る
を
得
な
い
右
…
稼
に
な
っ
て
早
る
、
鼓
に
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